令和７年度「みえの親スマイルワーク」について
１　趣旨
核家族化・共働き家庭の増加等により、保護者が身近な人から子育てを学ぶ機会や子育て中の保護者同士がつながる機会が減少している。また、子育てを担う保護者の孤立感や不安感、負担感が増大する傾向にある。
そこで、保護者の不安感・負担感の軽減を図るため、子育てに関するテーマを収めたワークシート集「みえの親スマイルワーク」を活用し、参加者同士が語り合い、交流する場を設定する。その中で、参加者同士がつながりを深め、自身の子育てやその役割について考え、気づく機会を提供する。
　
２　実施主体　　三重県

３　事業内容
（１）みえの親スマイルワーク
乳幼児から小学生の子をもつ家庭を対象に、県職員等が進行役となり、保護者が集う場や行事等の場で、「みえの親スマイルワーク」を活用しながら参加者同士の交流を促していく。その中で、保護者は自身の子育てやその役割について考えたり、気づいたりすることや、交流を通して子育ての知識を得ることもできる。また、必要に応じて、講師派遣を行う。
　　
（２）みえの親スマイルワーク進め方講座
市町の子育て支援センター職員や子育て支援関係者等を対象に、進行役の養成を行うことで、各市町での主体的な取組につなげていく。
県職員、または必要に応じて講師を派遣することで、みえの親スマイルワークの取組や子育て支援への理解を深めていくとともに、進行役としてスキルアップを図る。
４　実施期間

令和７年５月１２日(月)から令和８年３月１３日(金)
５　実施方法

（1） みえの親スマイルワーク
【対象者】
○三重県内に居住する、主として乳幼児から小学生の子を持つ子育て中の保護者
[市町]
1 実施する市町は【様式１】により申し込む。
2 受講者（４人以上）を募集し、実施可能な会場等を確保する。
3 ワークショップには、関係職員等が補助として参加し、後日進行役を務めるための研修を兼ねる場とする。
4 実施後はアンケート結果を県に報告する。
※アンケート様式は必要に応じて実施市町が項目を加えることも可とする。
[県]

① 実施希望市町からの申込書【様式１】の送付を受け、日程等を調整する。また、必要に応じて、講師派遣を決定する。
② ワークショップの進行役として少子化対策課担当職員、社会教育・文化財保護課担当職員、スマイルリーダー等を派遣する。
③ 講師派遣に係る事務を行い、謝金、旅費を負担する。

（2） みえの親スマイルワーク進め方講座
【参加対象者】

〇三重県内の母子保健・子育て支援・家庭教育支援関係者 及びＰＴＡ役員等

○各市町子育て関係等の担当者（子育て支援センター担当職員等）
[市町]

1 実施する市町は【様式１】により申し込む。

2 受講者会場の確保を行う。また、講座に必要なパソコン環境設定なども併せて行う。
3 講座終了後は、参加者のアンケート結果を県に報告する。また、参加者の取組状況等の把握に努める。

[県]

① 実施希望市町からの申込書【様式１】の送付を受け、日程等を調整する。また、必要に応じて、講師派遣を決定する。

2 養成講座の進行役として少子化対策課担当職員、社会教育・文化財保護課担当職員、スマイルリーダー等を派遣する。
3 講師派遣に係る事務を行い、謝金、旅費を負担する。

4 講座終了後に団体等の取組状況等を把握する。
６　費用　本事業にかかる参加者の費用負担は、原則無料とする。

